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 １ 食の安全安心を取り巻く最近の情勢 
 
近年、食の安全安心を脅かす事件は跡を絶たない状況です。 
全国的に食品の産地偽装、食中毒、異物混入等、消費者の安全安心を脅

かす事案が多発しています。また、県内においても、飲食店での食中毒が
数件発生したほか、あさり等の産地偽装が摘発されるなど、食の安全安心
の確保について、一層の対策強化が求められます。 
 
このような中、県では、食の安全対策会議を中心に、関係部局の連携に

より、食の安全性の確保と県民の不安解消に向け、総合的に食の安全安心
確保に関する施策を推進しています。 
 

 

 食の安全安心に関係する主な事案等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 

 

  

○食中毒でアニサキス過去最多 

  令和４年に国内で確認された食中毒発生件数は９６２件で、前年比２４５

件増加となった。一方、患者数は 6,856 人で、前年比 4,224 人減と大きく

減少した。病因物質別ではアニサキスが 566 件と最も多く、届出義務化以

降、過去最多を更新し、全体の 58.9％を占めた。 

  なお、本県の場合、食中毒発生件数１７件中、カンピロバクター９件、ア

ニサキス８件であった。 

 

 

○農水産物の産地偽装 

   昨年は、タケノコ、ゴボウ、わかめ、ウニ等、産地偽装の発覚が相次い

だ。 

令和４年２月に発覚したあさりの産地偽装についても、関係機関により徹

底した取締りが行われ、判明後から現在に至るまで、行政により２０件が指

示・公表され、警察により９名が逮捕された。 

 また、本県では熊本県産あさりを適正に流通・販売する仕組みである「熊

本モデル」を構築した。 

 

 ○各地で鳥インフルエンザが発生 

令和４年 1０月２８日に国内１例目が確認されて以来、令和５年５月６

日時点で、鳥インフルエンザが２６道県８４事例発生した。 

本県においても、２月に茨城県における高病原性鳥インフルエンザの

疑似患畜の確認を受け、天草市の関連農場にて６４羽のホロホロ鳥が殺

処分となった。 

なお、全国の殺処分数は、およそ 1,771 万羽となり、過去最多となっ

た。 
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２ 第５次熊本県食の安全安心推進計画に基づく取組みについて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計画の概要 
 
①計画の位置付け 

本計画は、食の安全安心確保のための具体的取組みと令和６年度までの

達成目標を定め、関係施策を総合的かつ計画的に推進するための行動計画

であり、その他の関係計画等と調和を図りながら実施します。 
  
②計画期間 

令和３年度（２０２１年度）から令和６年度（２０２４年度）までの４
年間 

 
③基本的施策および施策の展開 

 
１ 生産から消費に至る各段階での食の安全性の確保 

  

 

 

 

２ 正確で分かりやすい情報の提供 

 

 

 

 

 
 

 

３ 関係者の相互理解と信頼関係の確立 

 

 

 

 

 
 
４ 食の安全安心確保のための体制の充実 

 
 
 
 
 
 

熊本県における食の安全安心の確保に関する施策を総合的かつ計画的
に推進するため、「第４次熊本県食の安全安心推進計画（計画期間：平成
２９年度～令和２年度）」に引き続き、「熊本県食の安全安心推進条例」に
基づいて「第５次熊本県食の安全安心推進計画（計画期間：令和３年度～
令和６年度）」を令和３年３月に策定しました。 
令和４年度は、この第５次計画に基づき、食の安全安心確保対策に取り

組みました。 
 

消費者が自らの判断で適切に食品が選択できるよう、食品関連事業者によ

る適正な食品表示を進めるとともに、消費者に対し、食品関連事業者が保有

する食の安全性に関する情報や県の施策等について、正確で分かりやすく提

供します。 

食品関連事業者による自主的な取組みを促進するとともに、食品の監視指

導を充実し、食品の生産から消費に至る各段階での食の安全性を確保します。 

 食品関連事業者と消費者が相互に理解し、信頼関係を築くことが食に対す

る安心感につながるため、県はもとより、食品関連事業者や消費者等の関係

者がリスクコミュニケーションのもと、連携、協働した取組みを進めます。 

県庁内関係部局や関係機関との連携の強化や、食品検査体制の充実、専門

的な知識を備えた人材の育成、食品の安全安心確保のための研究開発・普及

など、具体的な取組みを進めるために必要な基盤の強化を図ります 
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（１）令和４年度の取組み実績 
 
①  目標達成状況 

 
   
 

 

 

 
 
全５０項目（成果指標５項目、活動指標４５項目）中、１００％以

上達成（分類 A）が２８項目で、全体の５６％となっています。さら
に、目標値に対して９０％以上１００％未満達成したもの（分類 B）
が０項目、９０％未満（分類 C）は２２項目でした。 
 

 

成果/活動 指標数

１　生産から消費に至る各段階での食の安全性の確保 14
活動 3
成果 2
活動 2
成果 ‐
活動 3
成果 ‐
活動 4
成果 ‐

２　正確で分かりやすい情報の提供 15
活動 9
成果 ‐
活動 5
成果 1

３　関係者の相互理解と信頼関係の確立 9
活動 3
成果 ‐
活動 2
成果 ‐
活動 1
成果 1
活動 2
成果 ‐

４　食の安全安心確保のための体制の充実 12
活動 3
成果 ‐
活動 4
成果 ‐
活動 3
成果 1
活動 1
成果 ‐

45
（ 56% ） （ ） （ 44% ）

5
（ 60% ） （ ） （ 40% ）

50
（ 56% ） （ ） （ 44% ）

2 1

2

2

1 2

1 1

- - -

2

3
1

施　策　名 A B C

6 8

2

5 4

7 8
3 6

-

-

-

2

22

- - -

3 1

3
1

20

2

25

1

3

28

1

（　割  合　）

（１）生産段階における安全性の確保

（２）製造・加工段階における安全性の確保

（３）流通・販売段階における安全性の確保

（４）消費段階における安全性の確保

（１）適正な食品表示の推進

（２）的確な情報収集・提供の推進

（１）リスクコミュニケーションや関係者間の連携の促進

（２）消費者等の意見の反映

（３）食育の推進と農林水産業への理解と共感の醸成

（４）食の安全安心確保のための取組みに関する情報発信

（１）食の安全安心確保のための取組みの総合的推進

（２）行政関係職員の資質向上および地域における人材の育成

（３）技術の研究開発・普及促進並びに食品検査体制の堅持

（４）食に関する問題発生時の対応

総  　　計

活動指標　計

（　割　合　）

成果指標　計

（　割　合　）

-

-

-

- - -

-

-

-

3

2

- - -

- - -

- - -

- - -

2
3

1

10

(目標達成状況による分類) 
令和４年度目標達成率＝Ｒ４実績値／Ｒ４目標値 
・１００％以上達成    ・・・分類Ａ 
・９０％～１００％未満達成・・・分類Ｂ 
・９０％未満       ・・・分類Ｃ 
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②令和４年度の主な取組み   
 ※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、一部検査や講習会等を中
止したため、目標値に達していない事業があります。 

  

１ 生産から消費に至る各段階での食の安全性の確保  

◇ 生産段階における安全性の確保 

   ○ 農薬等の適正使用の普及のため、農薬指導士などを対象に、講習会等

を開催し、指導の充実を図りました。 

 

 

 

○  県産畜水産物の生産履歴記帳および自主検査等の促進の一環として、 

魚類養殖業者認証体制の充実を図りました。  

 

 
 

○  出荷前の県産農林水産物について、残留農薬等の検査を実施し、安全

性の確認と監視を行いました。 

 

 
 

◇ 製造・加工段階における安全性の確保 

○ 食品関連事業者の自主衛生管理の促進のため、保健所等による食品関

連事業者を対象とした講習会の開催や、食品衛生指導員による食品関連

施設への巡回指導を実施しました。 

 

 
 

◇ 流通・販売段階における安全性の確保 

○ 県内に流通する食品（輸入食品を含む。）について、農薬等の残留検査

などを計画的に実施しました。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

・ 農薬安全対策講習会等の開催回数                 〈農業技術課〉 

R４実績：  ４回（R４活動目標：３回） 

・ トラフグ・マダイ・ブリ・シマアジ等養殖業者の認証率                         〈水産振興課〉 

R４実績：   63.5％（R４成果目標：50％） 

・ 食品衛生監視指導計画等における収去検査検体数（輸入食品を含む。）  〈健康危機管理課〉 

R４実績：   ３３０検体（R４活動目標：１,０００検体） 

・ 食品衛生講習会の受講者数                                    〈健康危機管理課〉 

R４実績：   5,319人（R４活動目標：１５,０００人）         

・ 農林水産物の残留農薬等の検査検体数          〈くらしの安全推進課〉 

R４実績：   ４３検体（R４活動目標：５７検体） 
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◇ 消費段階における安全性の確保 

  ○ 食品の安全性に関する知識の普及促進のため、「県職員出前講座」を実施す

るとともに、食の安全に関するセミナーや意見交換会を開催しました。 

 

 

 

○ 若年層への食の安全に関する知識の習得を促進するため、中学生を対

象とした「ジュニア食品安全ゼミナール」及び高校生を対象とした食品

表示に関する出前講座を開催しました。 

 

 

２ 正確で分かりやすい情報の提供  

◇ 適正な食品表示の推進 

○ 食品表示制度の普及・啓発のため、食品関連事業者を対象とした講習

を必要に応じて実施し、事業所への食品適正表示推進者の設置を促進し

ました。 

 
 
 
  

○  食品表示法に基づく適正表示を推進するため、県庁内関係部局と連携

し、巡回指導を実施しました。特に小規模の事業者を対象に、食品表示

制度の普及・啓発を重点的に行いました。  

 
 

  
 
 
◇ 的確な情報収集・提供の推進 

○ 県ホームページを通じて、食の安全安心に関する情報や、県の施策等

に関する情報を提供しました。 

 
 
 
 

 

 

 

・ 食品適正表示推進者講習会の受講者数             〈くらしの安全推進課〉 

R４実績：  ３８人（R４活動目標：５０人） 

・ 小規模事業所への食品表示巡回調査・指導件数（延べ）     〈くらしの安全推進課〉 

R４実績：   ３８８件（R４活動目標：２２０件） 

・ 県ホームページでの情報提供件数               〈くらしの安全推進課〉 

R４実績：    ６０件（R４活動目標：６０件） 

・ 食の安全セミナー・出前講座等の開催回数       〈くらしの安全推進課〉 

R４実績：    ２５回（R４活動目標：４0回）  

・ 中学生・高校生等を対象とした講座の開催回数     〈くらしの安全推進課〉 

 R４実績：    ９回（R４活動目標：５回） 
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３ 関係者の相互理解と信頼関係の確立 

◇ リスクコミュニケーションや関係者間の連携の促進 

○ 消費者の関心が高いテーマを設定した「食の安全セミナー」を開催し

ました。 

 

 
 

 ◇  消費者等の意見の反映 

○ 食の安全安心に関する施策に各分野の県民の意見を反映させるため、

食の生産から消費に至る各段階の関係団体と学識経験者で構成する「く

まもと食の安全安心県民会議」を開催しました。 

 

 

 

 

 

◇ 食の安全安心確保のための取組みに関する情報発信 

○  県民会議の構成団体等が開催するイベント時に、県の食の安全安心に

関する取組みや農林水産物の各種認証・登録制度のＰＲを行いました。 
 
 
 
 
 
 
 

４ 食の安全安心確保のための体制の充実  

◇ 食の安全安心確保のための研究開発と普及および食品検査体制の堅持 

○ 安全安心な農産物を生産するために、農薬の使用量や散布回数を削減

した病害虫の総合防除技術並びに環境への負荷軽減と土壌生産性の維持

を両立した施肥及び土壌管理技術の研究開発を行いました。 

 
 
 

 
 
○  多数の農薬等の迅速分析が可能な食品検査体制を維持し、正確かつ迅

速な食品検査を実施しました。 

 

 

 

・ 食の安全セミナー・出前講座等の開催回数【再掲】    〈くらしの安全推進課〉 

 R４実績：  ２５回（R４活動目標：４0回） 

           

・ くまもと食の安全安心県民会議等の開催回数          〈くらしの安全推進課〉 

R４実績：    2回（R４活動目標：２回） 

       

・ 環境にやさしい農業（くまもとグリーン農業）を推進する技術の開発数 

R４実績：   ５件（R４成果目標：10件）                         〈農業研究センター〉 

  

・ 検査が可能な農薬等の種類                  〈くらしの安全推進課〉 

R４実績：  ６００ 種類（R４活動目標：６００種類） 

・ 検査対象とする農林水産物の種類 

R４実績：   ２１ 種類（R４活動目標：２０種類） 

・ 関係団体等が開催するイベント等における県の取組みや食の安全に関する普及啓発回数   

R４実績：    ５回（R４活動目標：5回）         〈くらしの安全推進課〉 
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（２）令和５年度の主な取組み予定  
 

１ 生産から消費に至る各段階での食の安全性の確保  

○農薬等の適正使用の普及 

農薬指導士などを対象に、講習会等により指導の充実を図ります。 

 

                      ＜農業技術課＞  
R５活動目標：農薬安全対策講習会等の開催回数 3 回  

 
  

○畜水産物の生産履歴の記帳及び自主検査等の促進 

県産畜水産物の生産履歴記帳の促進や、養殖業者認証の推進を図ります。                         
 

＜水産振興課＞     
 R５成果目標：トラフグ・マダイ・ブリ・シマアジ等養殖業者の認証率 ５３% 

 
 

〇ＧＡＰ（農業生産工程管理）の推進 
   生産者に対して、ＧＡＰの導入に向けた支援を行うとともに、ＧＡＰ指導

員の資質向上のための研修会を開催します。 
＜農業技術課 畜産課 林業振興課＞ 

                  
 
○食品関連事業者の自主衛生管理の促進 
 保健所等による食品関連事業者を対象とした講習会の開催や、食品衛生指
導員による食品関連施設への巡回指導等を実施し、食品関連事業者の衛生意
識の向上を図ります。 

＜健康危機管理課＞  
R５活動目標：食品衛生講習会の受講者数 １５,０００人 

 

○ＨＡＣＣＰに基づく衛生管理の充実・強化 
 国際標準の食品衛生管理手法であるＨＡＣＣＰの導入施設等に対して
食品衛生監視員等による技術的支援やＨＡＣＣＰ導入後の検証を行いま
す。＜健康危機管理課＞ 

 

○輸入食品の監視及び他機関との連携強化   
県内に流通する輸入食品について、残留農薬等の検査や指定外添加物の

検査などを計画的に実施するとともに、国及び他の自治体と連携し、違反
食品等に関する情報収集を行います。また必要に応じて県民に情報発信し
ます。 
 

＜健康危機管理課＞ 
R５活動目標：食品衛生監視指導計画等における収去検査検体数 

（輸入食品を含む。） １,０００検体 
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○生産段階、製造・加工段階、流通・販売段階における安全性の確保 

 生産から流通に至る各段階における食品の残留農薬等の検査を実施しま

す。 

 
   ＜くらしの安全推進課＞ 

   R５活動目標：農林水産物の残留農薬等の検査検体数 ５７検体  
 

＜健康危機管理課＞ 
R５活動目標：県の食品衛生監視員が立入調査・指導する施設数 １６,０００施設 

 
 

○食品の安全性や食品衛生に関する知識の普及促進 
出前講座等を通じた食品の安全性の確保に関する情報の提供や、県ホー

ムページによる食中毒予防対策等の食品衛生知識の普及啓発を行います。 
 

＜くらしの安全推進課＞  
R５活動目標：食の安全セミナー・出前講座等の開催回数 ４０回 

       
＜健康危機管理課＞  

R５活動目標：食品衛生講習会の受講者数（再掲） １５,０００人 
 

 

○若年層への食の安全に関する学習機会の提供 

 中学生や高校生などを対象とした講座等を開催し、若年層の食品衛生や

食品表示等の食の安全に関する知識の習得を促進します。 
 

＜くらしの安全推進課＞ 
R５活動目標：中学生・高校生等を対象とした講座等の開催回数 ５回 

 
 

○消費者相談体制の充実 

「食の安全１１０番」等に寄せられた県民からの相談・苦情について 

迅速かつ的確に対応します。         ＜くらしの安全推進課＞ 

 
 

２ 正確で分かりやすい情報の提供  

○食品関連事業者への食品表示制度の周知及び相談対応 

食品関連事業者の自主的な適正表示への取組みを進めるため、県内の食

品関連事業所への食品適正表示推進者の設置を促進します。 

 

＜くらしの安全推進課＞ 

R５活動目標：食品適正表示推進者講習会の受講者数 ５０人 
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○適正な食品表示を確保するための監視指導・巡回調査の実施   

食品表示の巡回調査・指導や「食の安全１１０番」等への相談・苦情案

件の調査を実施し、不適正表示に対し改善指導を行います。 

 

                       ＜くらしの安全推進課＞ 
R５活動目標：小規模事業所への食品表示巡回調査・指導件数 220 件 

 
 
＜健康づくり推進課＞  

 R５活動目標：食品関連事業者への監視指導施設数 
（栄養成分表示や虚偽誇大広告等） ３０件 

 

○県の施策等に関する情報提供 
国や他の自治体から広く情報を収集し、県ホームページを通じて、食の

安全安心に関する情報や、県の施策等に関する情報を提供します。 
健康被害のおそれがある問題が発生した際は、迅速な情報提供を行

い、被害の防止に努めます。      
  

 ＜くらしの安全推進課＞ 
R５活動目標：県ホームページでの情報提供件数 ６０件  

 
 

 

３ 関係者の相互理解と信頼関係の確立 

○行政、食品関連事業者及び消費者等による意見交換の促進 
セミナーや意見交換会の開催等により、行政、食品関連事業者及び消費

者間の意見交換を行います。 
 

＜くらしの安全推進課＞ 
R５活動目標：食の安全セミナー・出前講座等の開催回数（再掲） ４０回 

 
○くまもと食の安全安心県民会議の運営 

食の生産から消費に至る各段階の関係団体と学識経験者で構成する「く
まもと食の安全安心県民会議」を定期的に開催し、各分野の県民の意見を
幅広く集め、食の安全安心確保に関する施策に反映させます。 
            

＜くらしの安全推進課＞ 
R５活動目標：くまもと食の安全安心県民会議等の開催回数 2 回 

 
  
○県内の取組みの積極的な情報発信 

    県や「くまもと食の安全安心県民会議」の各構成団体の食の安全安心

のための取組みについて、イベントやホームページなどを活用し、積極

的な情報発信を行います。         ＜くらしの安全推進課＞ 
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○各種認証制度等の認知度向上 

食の安全安心に関連する県の農林水産物の各種認証・登録制度等の充実

と適正な運用を図るとともに、消費者や食品関連事業者に対しＰＲ活動を

行います。 

             ＜くらしの安全推進課＞ 

R５活動目標：関係団体等が開催するイベント等における県の取組みや 
食の安全に関する普及啓発回数 ５回 

 
 
 

４ 食の安全安心確保のための体制の充実  

○県庁内関係部局の連携強化 

知事を会長とした庁内の「食の安全対策会議」及び各専門部会を開

催し、危機発生時の迅速な対応のための連携の強化を図ります。 

  ＜くらしの安全推進課＞ 

 

〇食品検査手法の開発及び食品検査体制の堅持 

生産から流通に至る各段階における残留農薬等の検査を一元化し、多数

の農薬等の迅速分析が可能な食品検査体制を維持し、正確かつ迅速な食品

検査を実施します。 

 

＜くらしの安全推進課＞ 

R５活動目標：検査が可能な農薬等の種類 ６００種類 
 
 

           検査対象とする農林水産物の種類 ２0 種類 
 

○ 大規模災害等発生時の食の安全安心の確保 
大規模災害等が発生した際は、食中毒防止体制についてのガイドライ

ンに基づき、食中毒などの食による健康被害の発生防止や被害拡大防止
等の対策を図ります。             ＜健康危機管理課＞  


